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１．はじめに 

  

０１ 旭町・明神町地区周辺まちづくり構想の改定について 

◆本市では、平成 23 年（2011 年）2月、旭町・明神町地区周辺（以下「本地区」とする。）（約 12ha）の将来のまちづくりを円滑に進めるため、まちづくりのコン

セプトや方針等を示す「旭町・明神町地区周辺まちづくり構想（以下「前構想」とする。）」を策定しました。その後、前構想の関連計画である「都市づくりビ

ジョン八王子（平成 27 年（2015 年）3 月改定）」に基づき、「八王子市中心市街地まちづくり方針（平成 28 年（2016 年）3 月策定）」等と連携を図りながら、本

地区のまちづくりを進めてきました。 

◆また、東京都では令和 2 年（2020 年）2 月に「多摩のイノベーション創出拠点の形成に向けた取組方針」を策定し、多摩地域の各所において個性的で魅力あふ

れるイノベーション創出拠点の形成を図っていくことを示しました。本市においては、令和 4 年度（2022 年度）に東京都立多摩産業交流センター（以下「産業

交流センター」とする。）が開業を予定していることから、様々な出会いや交流・連携を促す「イノベーション創出まちづくり」への取組がより一層期待されて

います。 

◆加えて、東日本大震災の経験を活かした駅前滞留者への対応等の防災対策や、既存の地域冷暖房設備の一層の活用による低炭素まちづくりの推進等、本地区な

らではの新たな課題も見えてきました。また、周辺の施設や設備を活用した取組と連携した安全・安心なまちづくりの推進や新型コロナ危機を踏まえたまちづ

くりの方向性を見据えることも重要となっています。 

◆本地区が本市産業の発展の礎の一翼を担ってきた歴史も再認識したうえで、構想策定後 10 年に起きた地区内の状況変化や近年のまちづくりにおける動向の変

化を踏まえ、本地区における住民や事業者、行政との協創のまちづくりを更に推進していくため、前構想を改定しました。（以下改定版を「本構想」とする。） 

◆なお、本構想では、「イノベーション創出まちづくり」として、産業交流センター、JR 八王子駅・京王八王子駅、都市型広場等の構想対象区域内の資源ととも

に、企業・大学による人材・設備等の集積等、本市の多様な地域資源を有効活用することで、ひと・モノ・コトとの出会いが活発化し、心地よさや価値を高め、

新たな価値を生み出すチャレンジを誘発するまちづくりを目指します。 

 

０２ 本構想の対象区域 

◆対象区域のうち、産業交流センターの整備や市街地再開発事業を予定している地区を旭町・明神

町地区（約 2.7ha）としています。 

 

「この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1地形図を利用して作成したものである。

（承認番号）2都市基交著第 99 号」 

◆対象区域は、前構想の対象区域に変更はありません。 

産業交流センターや鉄道駅等の地域の主要施設と、主要幹線道路等に囲まれたエリアを対象として

います。 

◆具体的には、JR 八王子駅北口駅前広場、東放射線アイロード、京王八王子駅、かえで通り及び 

JR 八王子駅に囲まれた約 12ha の区域を指します。 






